
（審 2）資料 3-4 

国土交通省不動産業課 

 

原発事故による不動産業の経済的被害について 

 

１ ３０km 圏内に所在する不動産業者の概況 

 福島県内の宅地建物取引業者       約 1300 社 

 うち、（社）福島県宅地建物取引業協会加盟  1080 社  

 うち、相双支部会員８２社 

 (南相馬３６、大熊町６、浪江町１４、富岡町２、広野町１、双葉町２、川内村１、相馬１９、新地町

１) 

 

２ 現地における不動産業の現状（協会より聴き取り） 

 ・新規の売買は皆無。賃貸は３月がシーズンにもかかわらず全て止まっている。 

 ・震災前に契約した物件についてキャンセルが大量に発生している。 

 ・郡山市においても、取引の動きが激減している。 

 

＜参考＞  

 宅地建物取引業の業況（全国ベース H19（財）不動産流通近代化センター調べ） 

 

   ○年間売上高の分布 

1000万 

未満 

1000万～ 

2000万未満 

2000万～ 

5000万未満

5000万～ 

１億円未満

１億円～ 

５億円未満 

５億円以上 

 

１６．３％ １６．３％ ２５．９％ １６．６％ １８．８％ ６．１％ 

 

   ○従業員数 

１人 ２－４人 ５－９人 １０－１９人 ２０人以上 

９．６％ ５５．６％ ２６．０％ ５．８％ ３．０％ 

 

   ○年間売買仲介実績 

０件 １－５件 ６－１０件 １１－３０件 ３０件以上 

２．３％ ３５．７％ ２３．８％ ２７．５％ １０．７％ 

 

   ○年間賃貸仲介実績 

０件 １－９件 １０ー４９件 ５０－９９件 １００件以上 

１．１％ １６．０％ ３４．２％ ２１．４％ ２７．３％ 
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